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～東京競馬場の特徴～ 

 
 
日本競馬の最高峰である日本ダービーが開催されることでもわかるように、日本競馬の象徴とも言
えるチャンピオンコース。日本の競馬生産界はダービーを勝つために馬を作っていますし、東京競
馬場こそが近年の日本競馬を形作っていると言っても過言ではないだろう。 
 
その特徴はなんと言っても全てにおいてスケールが大きいこと。直線の長さは新潟外回りに続いて
日本２位ですし、幅員の広さも A-B-C-Dコースがとれるほど広い。コーナーは緩やかで紛れが起き
にくいですし、直線には坂があるので地力もはっきり問われやすい。トリッキーで紛れが大きい中
山コースとは正反対の舞台で、決め手に優れた人気馬が順当に走りやすい舞台だ。	
 
ダートコースでこれだけ直線が長い舞台は東京競馬場だけで、他の競馬場ではあまり要求されない
直線での決め手がはっきり問われる印象。そのために東京競馬場だけ走る東京巧者のダート馬も多
く、芝とは違って特殊な適性が要求されるコースと言えます。 
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東京芝１4００m 
馬場の変化に伴ってマイル寄りの条件に変貌  

 
２０１０年代前半まではスプリント色の強い舞台で、ダイワメジャー産駒やフジキセキ産駒の馬が先行してその
ままなだれ込むケースばかり目立つドル箱コースだった。それが２０１０年代半ばごろから馬場が変わってきた
感じで、差し込みやすい馬場になったことでマイル寄りの条件に変貌した印象。 

 
※東京芝１４００mの脚質＆上がり順位別成績(２０２０年１月～) 
 
脚質別の成績を見ると前に行った馬の成績が優秀。一方で上がり順位別の成績を見ると上がり順位が上位の馬に
なればなるほど好走率が上がっている。これらを参照するに、ある程度前目につけて速い上がりを使えるセンス
溢れる馬が走りやすい条件になっているんだろう。 
 

 

 
＜まとめ＞ 
□ 以前はスプリント寄りのコースだったが、馬場変化に伴ってマイル寄りのコースに 
□ ある程度前目につけて速い上がりを使えるセンス良い馬が有利 
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東京１６００m 
中盤ラップが緩まずで総合力が問われるマイルのチャンピオンコース 

 

向こう正面の２コーナー地点からスタート。最初のコーナーまでの距離が長く、なおかつ向こう正面の途中から
下り坂になるので中盤ラップが緩まないことが多い。しっかりと追走スピードが問われた上で長い直線を乗り切
らなければいけませんし、なかなかフロックで好走するのは難しい舞台と言えるでしょう。 
 

 
※東京芝１６００mの脚質＆上がり順位別成績(２０２０年１月～) 
 
だいたい脚質と上がり順位の傾向は東京芝１４００mと同じですが、距離が伸びる分で差し馬が届きやすい。 
 
地力と末脚の質が問われる舞台ということもありノーザンファーム生産馬の成績が優秀。東京芝１８００mほど
ではないですが、この舞台はノーザンファーム生産馬を重視した方が良さそうです。そんなノーザン生産馬にル
メール、モレイラ、レーンあたりが乗っていたらもう敵なし状態。	
	

それ以外では外枠の方が有利な傾向が出ており、外めをのびのびと走らせて末脚を活かす競馬が合う舞台です。 
 
＜まとめ＞ 
□ 中盤ラップが緩まずで総合力と決め手がはっきり問われる 
□ ノーザンファーム生産馬の成績が比較的優秀（ルメール、モレイラ、レーンは鉄板） 
□ 外目の枠からのびのびと走らせた方が良い舞台 
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東京芝１８００m 

日本の競馬場で最も末脚の質が問われるノーザンファームの庭 

 
スタートしてすぐにコーナーがあるためペースが上がりにくくスローペースになるのはほぼ確定的。前半から中
盤まではゆったりと流れて直線での決め手比べになりやすく、日本の競馬場の中でも最も末脚の質が問われるコ
ースと言っていいか。 
 

 
※東京芝１８００mの脚質＆上がり順位別成績(２０２０年１月～) 
 
マイルよりもさらに差しが決まりやすい脚質傾向になっており、とにかく速い上がりを出せるかが重要な舞台。
やはり末脚特化型のコースと言っていいでしょう。	
	

	

 
※東京芝１８００mの生産牧場別成績(２０２０年１月～) 
 
末脚特化型の舞台となればノーザンファーム生産馬が有利になるのは当然。それにしてもこの舞台はノーザンフ
ァーム生産馬の活躍が尋常ではなく、複勝率で４３％という凄まじい成績を残しています。 
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最近はモーリス産駒、ロードカナロア産駒の活躍が非常に目立っており、どちらも複勝率は５割超え。それ以外
だとリアルスティール産駒やキズナ産駒の活躍が目立っています。 
 

 
 

 
 

 
 
 
ノーザンファーム生産馬を多数育成しており、決め手溢れる馬を育てることに定評がある宮田厩舎が圧倒的な成
績を収めていましたが、２０２３年は少し低迷。一方、最近は毎日王冠をサリオスで２勝している堀厩舎がこの
条件を大得意にしています。 
 

 
 
＜まとめ＞ 
□ スローペースが確定的な条件で末脚の質が問われる 
□ ノーザンファーム生産の馬が圧倒的な成績 
□ モーリス、ロードカナロア、リアルスティール、キズナが優秀な成績 
□ 最近は堀厩舎の成績が優秀 
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東京芝２０００m 

反則的なスタート地点ではあるが、近年は馬場変化あってフェアなコースに 

 
スタート直後にコーナーがあるために内枠の馬が圧倒的に有利ということで有名な舞台だったが、近年の東京芝
は差しが決まりやすい馬場になっているおかげで外枠不利の傾向は緩和されつつある感じ。もちろんインが伸び
る馬場なら内枠からスッと位置を取れる馬の方が有利なのは当然ではありますが。 

 
※東京芝２０００mの脚質＆上がり順位別成績(２０２０年１月～) 
 
上がり順位が優秀な馬ほど好走率が高いのは東京芝１８００mやマイルと同じだが、このコースは逃げ馬の成績
がやたらに良いのが特徴。スタート直後にコーナーがあって隊列がすぐに落ち着くので、あんまりプレッシャー
を受けずに逃げられるのが良い感じか。もちろん逃げる馬でも速い上がりが使えないとダメではあります。 
 
東京芝１８００mほどではないですが絶対的な末脚を持っている馬が有利な傾向。ノーザンファーム生産の馬の
成績はもちろん優秀ですし、王道クラシック血統がよく走っています。 

 
＜まとめ＞ 
□ 東京マイルや１８００mに比べると逃げ馬の好走率が高い 
□ ノーザンファーム生産馬の成績が優秀 
□ 王道血統がよく走っている 
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東京芝２４００m 

決め手と立ち回りセンスとロンスパ性能が問われる舞台 

 
スタート直後は上り坂。坂を登るとコーナーがあるので前半ペースが流れることはまずない。向こう正面から３
コーナーにかけて下り坂になるので、その部分で追い出しが始まることが多くロンスパ勝負になりやすい。中京
コースとは違って外を回すような差しでは厳しく、上手く立ち回った上で長く良い脚を使える馬が有利。 

 
※東京芝２４００mの脚質＆上がり順位別成績(２０２０年１月～) 
 
他の長距離コースと同様にとにかく速い上がりを繰り出せる馬が有利。上がり１位を記録した馬の勝率は５割を
超えますし、決め手がない馬では好走するのは難しい舞台でしょう。 
 
上手く道中でロスなく脚を溜めて決め手を引き出すことが重要になる舞台で、その末脚を引き出す腕に秀でたル
メール騎手が非常に得意にしている舞台。同じく王道血統のドゥラメンテ産駒も圧倒的な成績。ベタに買うべき
コースか。 

 

 
 
＜まとめ＞ 
□ 前半スローからロンスパ決め手勝負になりやすい 
□ 速い上がりを出せる馬の成績が圧倒的（上がり１位が勝率５割超え） 
□ ルメール騎手やドゥラメンテ産駒が非常に得意としている舞台 
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東京ダート１３００m 

短距離戦ではあるが東京コースらしく決め手はしっかりと要求される 

 
J R A の競馬場の中で１３００mの距離はこれだけ。１２００mとあまり変わらない距離ではあるが、直線の長
い東京コースということもあって他場の１２００mとは傾向がかなり変わってきます。 
 

 
※東京ダート１３００mの脚質別＆上がり３ハロン別成績(２０２０年１月～) 
 
だいたいダートの短距離戦は逃げ先行馬が圧倒的に有利な傾向が出ますが、このコースはそこまで有利にはなっ
ておらず。中団の馬も同じくらい好走していますし、単純に前残りを狙うのはダメな感じか。 
 
こういう傾向が出ていても各馬の能力差が大きい新馬、未勝利になれば逃げ先行馬の成績が良くなるかと思いき
や、この舞台は下級条件でも傾向は変わらず。こちらのイメージ以上にしっかり決め手がある馬が好走している
と考えておきたい。 
 
 
 
＜まとめ＞ 
□ J R A の競馬場の中で唯一の１３００m条件 
□ ダート短距離条件の中では逃げ先行馬がそこまで有利ではない特殊条件 
□ こちらのイメージ以上にしっかり決め手がある馬が好走している 
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東京ダート１４００m 
１３００mよりも先行有利、根岸ステークスはあくまでも例外 

 
J R A のダート１４００m条件の中で唯一のダートスタート。そのために芝スタートが苦手な馬で１４００mに
適性がある馬はこの舞台だけ走るということも。東京ダート１３００mはイメージよりも差しが決まる舞台と前
項で書いたが、この東京ダート１４００mは逆にイメージよりも前残り傾向が強い。 

 
※東京ダート１４００mの脚質別＆上がり３ハロン別成績(２０２０年１月～) 
 
明らかに東京ダート１３００mよりも逃げ馬の成績が良くなっていますし、勝率を見ても逃げ馬の成績はかなり
のもの。新馬、未勝利レベルになるとその傾向はさらに顕著になりますし、基本的には前有利のコースと見てい
いでしょう。ただ、根岸ステークスを筆頭に上級条件になるとこのコースは末脚お化けの馬が台頭。下級条件で
は前有利、上級条件では差しが決まるというイメージを持っておきたい。 
 
好走データという点ではシニスターミニスター産駒が複勝率、回収率ともに優秀な成績になっています。 
 

 

 
＜まとめ＞ 
□ 東京ダート１３００mよりも明らかに前が有利な舞台 
□ 差し追い込みが決まりやすい根岸ステークスはあくまでも例外 
□ シニスターミニスター産駒が優秀な成績 
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東京ダート１６００m 

冷静に考えれば特殊な舞台、コース巧者が走りやすい 

 
施行回数も多く、距離もマイルということもあってオーソドックスな条件と考えがちだが、J R A の競馬場の中
でダート１６００m条件はこの舞台だけ。しかも芝スタートで直線も長いですし、他のダートコースとは一線を
画するコースで冷静に考えれば考えるほど特殊な舞台だと言えるだろう。 
 

 
※東京ダート１６００mの脚質別＆上がり３ハロン別成績(２０２０年１月～) 
 
先行馬と差し馬の好走バランスは東京ダート１４００mとあまり変わらないが、特筆するべきは上がり１位の成
績が明らかに良くなっている点。それだけ長い直線でしっかりとした決め手を要求される舞台だと言えます。 
 

 

※東京ダート１６００mの新馬、未勝利の脚質別＆上がり３ハロン別成績(２０２０年１月～) 
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新馬、未勝利にレースを限定すると逃げ先行馬の成績が良くなるのは当然ですが、それと同時に上がり１位の成
績もさらに上昇。もうこの舞台は下級条件から上級条件まで、とにかく速い上がりが使える末脚優秀な馬が走り
やすいということでしょう。 
 
 

 
※東京ダート１６００mの枠順別成績(２０２０年１月～) 
 
そんな末脚の質が問われる舞台ということもあり、スタート直後の芝部分を長く走れてなおかつ包まれずに直線
でスパートをかけやすい外めの枠の方が成績は優秀。この舞台が内枠不利で外枠有利なのは有名な話ですが、こ
うして実際にデータを見てもその傾向は顕著に見えています。 
 
好走データを見てみると、ルメール、モレイラ、レーンといった騎手の成績が優秀なのは当然だが、川田騎手の
成績はイマイチ。この舞台は川田騎手を少し嫌ってもいいか。一方で松山騎手や坂井騎手の成績が優秀です。 
 

 
 

 
 
 
＜まとめ＞ 
□ J R A では唯一の１６００mのダート戦で特殊な舞台 
□ 決め手に優れていて上がり１位を記録できるような馬が走りやすい 
□ 包まれずにスパートをかけやすい外めの枠の方が有利 
□ 総じて特殊な舞台だけにこのコースだけ走るコース巧者が生まれやすい 
□ 松山騎手や坂井騎手の成績が優秀 
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東京ダート２１００m 

上級条件になるほど長く脚を使える末脚タイプがズドンとハマりやすい舞台 

 
ほぼ毎週開催される条件の中では J R A のダートコースの中でも最長距離。しかも直線の長い東京コースで行わ
れますし、はっきりとスタミナが問われる舞台と見て間違い無いでしょう。 
 

 
※東京ダート２１００mの脚質別＆上がり３ハロン別成績(２０２０年１月～) 
 
スタミナが問われてなおかつ直線が長い舞台ということで上がりが速い馬が走りやすいのは当然。上がり１位の
馬の複勝率、回収率は共に素晴らしい値ですし、基本的には決め手ある馬を狙うべきコース。とはいえ、このデ
ータを見る感じではこちらが思っているイメージよりは後方からの差し馬の好走率があまり高くない。これは下
級条件と上級条件でレース質が変わってくることが大きく影響している。 
 

 
※東京ダート２１００mの新馬、未勝利の脚質別＆上がり３ハロン別成績(２０２０年１月～) 
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下級条件でも上がりが速い馬の好走率が優秀なのは変わらないが、未勝利レベルではこのコースで速いペースに
なることは皆無で、ほぼ全てのレースでスローペースで推移する。そのために後ろから悠長に進めた馬では物理
的に届かないことが多く、結果的に前目につけて速い上がりを使える馬の好走率が高い。 
 

 
※東京ダート２１００mの３勝クラス＆オープンの脚質別＆上がり３ハロン別成績(２０２０年１月～) 
 
一方で上級条件の脚質データを見てみると中団後方組の成績が分かりやすく上昇。ペースが流れることが多い上
級戦ではこちらのイメージ通りにズバッと差しが決まるコースということだろう。途中で何かが動いて前の馬を
潰しに行くような展開になるほど差しが決まることが多いです。 
 
東京芝２４００mと同じく長丁場で仕掛けどころや折り合いが重要になる条件。もうそんな条件となるとルメー
ル騎手が得意なのは当然で、もうルメール人気になってなお妙味がある状況です。 
 

 
 
種牡馬別の成績を見ると、以前はキングカメハメハ系の成績が非常に優秀でしたが、徐々にバレてきて最近は妙
味がなくなってきています。 
 
 
＜まとめ＞ 
□ 上がり上位の馬が走りやすい舞台だが、イメージほど差し馬優勢ではない 
□ 下級条件ではスロー必至で前有利も、上級条件では展開次第でズドンと差しが決まる 
□ ルメール騎手が大得意にしている条件 


